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三
原
市
・
月
例 

タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

             

三
原
市
Ｔ
Ｂ
Ｇ
月
例
大
会
が
、
７
月
２０

日
（土）
に
１２
名
の
参
加
で
深
町
・
城
山
コ

ー
ス
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

成
績
は
、
次
の
通
り
で
す
。 

 

１
位 

 
 
 
 

石
井 

張
司 

２
位 

 
 
 
 

天
木 

雅
之 

３
位 

 
 
 
 

河
井 

茂
子 

 
 

ベ
ス
グ
ロ
７２ 

 
 

天
木 

雅
之 

 

２
人
組
戦
１
位 

 

井
上 

キ
ヨ
コ 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
崎 

卓
夫 

 
  

※
選
手
の
敬
称
略 

 

次
回
の
月
例
大
会
は
、
８
月
２４
日

（土）

に
、
行
い
ま
す
。 

 
 

 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会 

 事
務
局 

山
内 

好
己 

    

歩
く
会
に
ご
参
加
を 

  
 
 

 

歩
く
会
幹
事 

 
 
 
 
 
 
 

石
井 

 

堂
煕 

  

８
月
の
歩
く
会
は
休
み
ま
す
。  

 
 

  
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

  
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

  

月 

日  

９
月
１７
日

（火） 
 

 

予
備
日  

 
 

１９
日

（木） 
  
 

探
訪
先
は
未
定 

  

歩
く
会
へ
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

〇
月
一
回
（
原
則
第
２
火
曜
日
） 

 

９
時
（
中
組 

深
町
町
民
会
館

（車）
発 

 
 
 

～

１３
：

００
帰
着 

〇
探
訪
先
：
三
原
市
周
辺 

〇
負
担
金
：
￥
１
２
０
（
￥
３
０
０
円
か
ら
市
の
補 

 

助
金
￥
１
８
０
を
引
く
） 

〇
車
の
手
配
の
為
、
前
日
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

石
井
宛 

0848—64—8668 
 
 
 
 
 
090—8994—5485 

           
 
 
 
 
 
 
 

協
力
者
一
同 

 

サ
ロ
ン
深
っ
か
ふ
か
の
活
動
と 

同
じ
時
間
に
、
深
小
学
校
の
プ
ー 

ル
の
授
業
が
重
な
る
よ
う
で
、
町 

民
会
館
に
き
こ
え
て
く
る
子
ど
も 

達
の
歓
声
に
、
サ
ロ
ン
の
空
気
も
活
気
づ

く
感
じ
で
す
。 

 【
茶
話
会
】 

２
ヶ
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
茶
話
会
を

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
「
思
い
出
の
歌
」

「
夏
に
食
べ
た
い
料
理
・
作
り
た
い
料
理
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
設
け
て
み
ま
し
た
。
曲

名
を
あ
げ
な
が
ら
思
い
出
話
に
な
っ
た
り
、

「
曲
名
が
思
い
出
せ
ん
！
」
と
歌
声
が
広

が
っ
た
り
、
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
書
い
て
も
ら
っ
た
「
思
い
出
の

歌
」
を
、
サ
ロ
ン
活
動
の
中
で
、
渡
部
さ

ん
の
ナ
マ
伴
奏
で
歌
っ
て
い
く
予
定
で
す
。 

「
夏
の
料
理
」
は
、
キ
ュ
ウ
リ
や
ミ
ョ

ウ
ガ
を
使
っ
た
夏
の
お
寿
司
や
、
夏
野
菜

を
使
っ
た
夏
カ
レ
ー
、
冷
や
し
中
華
な
ど
、

美
味
し
そ
う
な
話
が
広
が
り
ま
し
た
。 

 

【
フ
レ
イ
ル
予
防
教
室
】 

３
回
連
続
講
座
の
最
後
で
し
た
。
第
２

回
で
そ
れ
ぞ
れ
立
て
た
目
標
の
取
り
組
み

状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
１
人
ず
つ
専
門
職

の
方
と
面
談
し
ま
し
た
。
タ
ン
パ
ク
質
を

意
識
し
て
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
る
よ

う
に
な
っ
た
な
ど
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。 

フ
レ
イ
ル
予
防
は
毎
日
の
積
み
重
ね
が

大
切
！
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
を
続
け
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
半
年
後
の
１
月
に
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
の
教
室
を
行
い
ま
す
。 

 

【
プ
チ
講
座
：
セ
ル
フ
足
も
み
】 

 

一
昨
年
に
行
い
大
好
評
で
リ
ク
エ
ス
ト

の
声
が
多
か
っ
た
セ
ル
フ
足
も
み
講
座
を

８
月
21
日
に
実
施
し
ま
す
。
暑
い
暑
い

夏
の
疲
れ
を
少
し
で
も
癒
し
ま
し
ょ
う
。 

 

ス
カ
ー
ト
は
避
け
、
靴
下
を
脱
ぐ
こ
と

が
で
き
る
動
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
準
備
で
き
る
方
は
マ
ッ
サ
ー
ジ

ク
リ
ー
ム
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

８
月
７
日
は
盆
踊
り
の
練
習
を
し
ま
す
。

町
内
会
の
盆
踊
り
に
も
、
ふ
る
っ
て
参
加

し
ま
し
ょ
う
！ 

   

水
曜
日
１０
時
～
１１
時
３０
分 

・ 

７
日
：
口
腔
体
操
・
盆
踊
り 

・
１４
日
：
歌
・
ボ
ッ
チ
ャ 

・
２１
日
：
プ
チ
講
座
：
セ
ル
フ
足
も
み 

・
２８
日
：
茶
話
会 
 

★
毎
回
最
初
の
３０
分
は
「
い
き
い
き
体

操
」
で
す
。 

 

持
っ
て
く
る
も
の 

 

・
飲
み
物
・
室
内
シ
ュ
ー
ズ 

 

・
長
い
タ
オ
ル
（
体
操
に
使
い
ま
す
） 

 

◀
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
活
動
の
様
子
を
発

信
し
て
い
ま
す
。 

https://w
w

w.instagram
.com

/fukam
ach

i.ochanom
a/ 

 

問
い
合
わ
せ
先
（
安
藤
） 

 
 
090-5265-3855 

 
 

  

町
民
会
館
駐
車
場
の
草
刈
り 

  
 

深
町
連
合
町
内
会 会

長 

安
藤 

志
保 

 
 
 

７
月
21
日
、
講
委
員
や
町
内
各
団
体

の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
、
連

合
町
内
会
で
町
民
会
館
北
側
駐
車
場
の
草

刈
り
を
行
い
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
梅
雨
が

明
け
、
30
℃
を
超
え
る
酷
暑
の
中
、
作

業
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

                       

藤
川 

様 

瑞
宝
単
光
章
受
賞 

  
 

深
町
連
合
町
内
会 会

長 

安
藤 

志
保 

 
 
 

中
組
仲
城
講
の
藤
川
敏
和
様
（
元
三
原

市
消
防
団
副
団
長
）
が
、
令
和
６
年
春
の

叙
勲
で
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。 ご

功
績
に
感
謝
し
、
連
合
町
内
会
よ
り

お
祝
い
致
し
ま
す
と
と
も
に
、
益
々
の
ご

活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

※
町
内
で
、
全
国
大
会
出
場
や
受
賞
等

の
情
報
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
連
合
町
内

会
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。 

  
 

    

子
ど
も
を
み
ん
な
で 

  
 

守
り
ま
し
ょ
う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

深
小
の
子
供
は 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

○
全
校
登
校
日
は 

５
と
２２
日
で
す
。 

午
前
十
一
時
に 

下
校
し
ま
す
。 

○
近
く
で
、
遠
く
で
、
み
ん
な
で 

 

見
守
り
ま
し
ょ
う
。 

○
あ
い
さ
つ 

 
  

声
か
け
を
し
ま
し
ょ
う
。 

  

    

◆
連
合
町
内
会 

 

▼
盆
行
事 

 
 

 
 

 
 

 
 

１２
日 

 

◆
小
学
校 

 

▼
全
校
登
校
日 

 
 

 
 

 
 

５
日 

 

▼
一
斉
閉
庁 

 
 

 
 

 

１３
～

１５
日 

 

▼
全
校
登
校
日 

 
 

 
 

 
 

２２
日 

 

◆
如
水
館
中
学
・
高
校 

 

▼
夏
期
講
習
（
中
） 

 
 

 

１
～
７
日 

 
 

中
期
夏
期
講
習
（
高
） 

 
 

１
～
６
日 

 

▼
夏
季
集
中
授
業
（
中
） 

 

１９
～
２２
日 

後
期
夏
期
講
習
（
高
） 

 

１９
～
２３
日 

▼
始
業
式
・
面
談 

 
 

 
 

 

２９
日 

▼
面
談
・ 

身
だ
し
な
み
チ
ェ
ッ
ク
（
～
４
） 

 

３０
日 

         

近
況
の
ご
報
告 

  
 

 
 

 

サ
ン
ラ
イ
ズ
大
池 

 
 

 
 

 
 

 

施
設
長 

河
野 

芳
満 

  

日
頃
よ
り
、
当
法
人
な
ら
び
に
施
設
運

営
に
つ
き
ま
し
て
、
皆
様
方
の
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
施
設
内
の
運
営
状
況
で
す
が
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
（
市
内
）
感
染
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
、
ご
家
族
の
面
会
対

応
や
外
出
支
援
、
施
設
内
行
事
を
行
っ
て

お
り
ま
し
た
が
、
７
月
中
旬
ご
ろ
か
ら
感

染
力
の
強
い
変
異
株
「
Ｋ
Ｐ
・
３
」
が
流

行
し
始
め
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
医
療
ひ

っ
迫
注
意
報
も
発
令
さ
れ
、
当
施
設
に
お

い
て
も
、
ご
利
用
者
・
職
員
共
に
感
染
者

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。 

 

幸
い
な
こ
と
に
、
重
篤
な
症
状
の
方
は

お
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
気
を
緩
め
る
こ
と
な

く
施
設
内
療
養
で
の
症
状
回
復
に
つ
と
め

て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
施
設
内
設
備
に
目
を
向
け
る
と
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
特
性
上
、
重
度

の
要
介
護
状
態
の
方
が
大
半
の
た
め
、
横

に
な
っ
た
ま
ま
入
浴
で
き
る
特
殊
浴
槽
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
公
益
財

団
法
人
Ｊ
Ｋ
Ａ
（
競
輪
と
オ
ー
ト
レ
ー
ス

の
補
助
事
業
）
様
よ
り
、
２
０
２
４
年
度 

福
祉
機
器
の
整
備
補
助
事
業
を
受
け
て
、

７
月
２５

日
に
特
殊
浴
槽
一
式
が
導
入

（
更
新
）
さ
れ
ま
し
た
。
最
新
設
備
の
導

入
に
よ
り
、
よ
り
安
全
で
心
地
よ
く
入
浴

で
き
る
環
境
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
、
ご
利
用
者
・
ご
家
族
を

は
じ
め
と
し
て
、
各
関
係
団
体
や
地
域
の

皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
、
安
心
し
て
い
た

だ
け
る
運
営
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

               

ふ
か
ま
ち
の
ま
ど 

発

行

元 

連

絡

先 

第

号 

深
町
連
合
町
内
会 

深
町
各
種
団
体
八
月
行
事
予
定 

Ｔ
Ｂ
Ｇ
協
会
だ
よ
り 

８
月
の
予
定

サ
ロ
ン
深
っ
か
ふ
か
だ
よ
り

「ふかまちのまど」ホームページのアドレスは
http://www.jcat.ne.jp/~fuka/top.html 

サ
ン
ラ
イ
ズ
大
池
だ
よ
り 

深
町
子
ど
も
を
守
る
会 

アジサイ 
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防
災
・
消
防
の 

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
・
マ
ー
ク
・
標
識

（１） 
    

避
難
場
所
等
に
つ
い
て
多
く
の
人
に
容

易
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
、
そ
の
ピ
ク
ト
グ

ラ
ム
の
標
準
化
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

す
な
わ
ち
、
災
害
の
種
別
に
応
じ
て
安

全
な
避
難
が
で
き
る
よ
う
「
災
害
種
別
避

難
誘
導
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
２
９
０
９

８
）」
が
さ
だ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

                                                                    

                                                                                  

                                                                                  

                                                                                
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

つ
づ
く 

内水氾濫とは、降水量が雨水の排水能力を超
え浸水する現象です。洪水と内水氾濫とは、
避難方法が概ね共通するため同一区分とされ
ています。 

高潮とは、台風などの低気圧により海水面が
上昇する現象です。津波と高潮とは、避難方
法が概ね共通するため同一区分とされていま
す。 

土石流とは、集中豪雨などにより川底や山腹
の多量の土砂、石などが下流に流れ下る現象
をいいます。 

同じ土砂災害でも土石流とは事象が異なるこ
とから別に区分されています。 

大規模地震発生時などに起こる広範囲に延焼
拡大した笠井です。 

災害種別一般図記号 注意図記号 

１―１ 災害種別・注意ピクトグラム

避難場所標識などに用いる５種類の災害種別ピクトグラムと災害危険のある場所を示す標識などに用いる３種類の注意ピクトグラムがあります。 

１－２ 避難場所等のピストグラム 

災害時に避難するための場所は、つぎの４つに区分されています。

１－３ 避難誘導標識・避難場所標識 

１－１，１－２のピクトグラムを用いた次のような標識が掲げられています。

２ 帰宅困難者になったら３ 心肺機能停止した人を助ける 

ホームページに掲載されている資
料を参考にしました。   
内閣府ホームページ： 
防災情報のページ  

東京都ホームページ： 
帰宅困難者対策  

関西広域連合ホームページ： 
広域防災  

（一社）日本消火器工業会ホーム
ページ： 
消火器について詳しく知ろう 
  

（公財）日本防炎協会ホームペー
ジ： 
わたし達のくらしと防炎品 

 
総務省消防庁ホームページ： 
火災予防等 


